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暴力団排除に係る誓約書 

 

（あて先）帯広市長 

 

所 在 地  

商号又は名称  

代 表 者 名  印 

 

当社（私）は、「帯広市総合体育館ネーミングライツ」への申し込みにあたり、帯広市暴力団排除条

例（平成 25年条例第 29号。以下「条例」という。）を遵守し、下記のとおり誓約するとともに、今後、

下記 1及び 2に該当する者とならないことを誓約します。 

なお、この誓約に違背した場合は、貴市から参加資格の取消、応募停止、契約解除等のいかなる措

置を受け、かつ、その事実を公表されても異存ありません。 

また、帯広市長が警察署長に下記 1 及び 2 に関して意見照会すること並びに警察署長から得た情報

を帯広市の他の事務又は事業において暴力団を利することとならないように利用することについて同

意します。 

 

 

記 

 

１ 暴力団員（条例第 2条第 2号に規定する「暴力団員」をいう。）及び暴力団関係事業者（条例第

2条第 3号に規定する「暴力団関係事業者」をいう。）に該当しないこと。 

２ 地方自治法施行令（昭和 22年政令第 16号）第 167条の 4第 1項第 3号に該当しないこと。 

３ 契約の履行に係る業務の一部を第三者に行わせようとする場合にあっては、前二項に該当する

者をその受注者としないこと。 

４ 前三項に違反したときには、契約の解除、違約金の請求その他の帯広市長が行う一切の措置に

ついて異議を述べないこと。 

 

以上 

 


